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ベトナムは、金融危機後にやや減速はしたものの6%強のGDP成長率となっており、また2008年には日本との経済連携協定（日越EPA）が発効して関税撤廃の見通しが立つなど、日系企業にとって重要な市場となっています。

九州では、昨年4月に在福岡ベトナム総領事館が開設、同10月のベトナム航空・福岡―ハノイ直行便が就航され、また、北九州市では、昨年4月に、ベトナム北部の港湾都市ハイフォン市と友好・交流協定を結ぶなど、九州とベトナムの交流が拡大しています。
ハイフォン市は、造船、鉄鋼などの企業が集積するベトナム重化学産業の中心で、近年は高付加価値型の加工組立産業の集積が進んでいます。それを支える裾野産業は高度化が不可欠といわれますが、今後の参入チャンスが見込める有望な市場といえるでしょう。そして、同じように重化学産業が集積した北九州市との産業交流を進めることで、新たな企業のビジネスモデルを創出することが期待できます。このような背景から、北九州市は、両地域のクラスター交流の可能性を調査し、経済交流の拡大に取り組むこととしました。
本セミナーでは、上記の調査に派遣予定の専門家を交えて、ベトナムにおける金属加工・機械部品産業の動向や、現地調査の対象企業（ハイフォン市の金属加工業者など）や調査項目などについてご意見いただくことを目的として開催いたします。ベトナム企業との取引に関心のある関係者のご参加をお待ちしています。

■日　時：2010年7月7日（水）15：00～16：30 （質疑応答含む）
■場　所：アジア太平洋インポートマート（AIM）8階　KTI大ホール（北九州市小倉北区浅野3-8-1）

■講　師：日本貿易振興機構（JETRO）海外調査部　アジア大洋州課　馬場雄一
	■プログラム：
15：00～15：40　「ベトナム経済の概況、北部における機械部品・金属加工産業の動向（仮題）」

海外調査部　アジア大洋州課　馬場雄一
　　　　　　　　・ベトナム経済の概況

　　　　　　　　・北部の機械部品・金属加工業の動向・市場ニーズ

　　　　　　　　・進出日系企業の実態
15：40～16：00　北九州市とベトナム・ハイフォン市との地域間交流事業について

北九州市貿易振興課、ジェトロ北九州
16：00～16：30　　質疑応答・意見交換


■主　催：ジェトロ北九州、北九州市、（社）北九州貿易協会
■参加費：無料

■定　員：50名（先着順）

■申込先：ジェトロ北九州　担当：酒向　TEL：093-541-6577　FAX：093-551-2685
※参加ご希望の方は、下記のフォームにご記入のうえ、切り取らずにそのままご送信ください。

Fax：093-551-2685　ジェトロ北九州 宛
	企業名
	

	所　属
	

	氏　名
	

	住　所
	〒(      )

	ご連絡先
	Tel:                                 Fax:

E-mail:


＊ご記入いただきましたお客様の情報は適切に管理し、本セミナーの運営のために利用します。お客様の個人情報保護管理者：ジェトロ北九州所長　TEL: 093-541-6577
＊本状が重複して届きました場合は、ご容赦願います。
「ベトナム経済の概況・機械部品産業の市場動向」


～北部ハイフォン市の金属加工業と現地企業の実態、日系企業の動きは？～





北九州貿易・投資ワンストップサービスセンター（KTIセンター）


セミナー：　北九州市とベトナム・ハイフォン市の金属加工における産業交流















